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育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

子
の
看
護
休
暇
制
度
の
見
直
し

一

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

十
六
条
の
二
第
一
項
の
学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休
業
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

１

学
校
保
健
安
全
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
停
止

２

保
育
所
等
そ
の
他
の
施
設
又
は
事
業
に
お
け
る
学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休
業
に
準
ず
る

事
由
又
は
１
に
準
ず
る
事
由

二

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
教
育
又
は
保
育
に
係
る
行
事
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
入
園
、
卒
園
又

は
入
学
の
式
典
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
式
典
と
す
る
こ
と
。

第
二

対
象
家
族
の
介
護
に
直
面
し
た
旨
の
申
出
を
し
た
労
働
者
等
に
対
す
る
個
別
の
周
知
等
の
措
置
及
び
雇
用
環
境
の
整
備

に
関
す
る
措
置
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一

対
象
家
族
の
介
護
に
直
面
し
た
旨
の
申
出
を
し
た
労
働
者
に
対
す
る
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
の
措
置

１

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
が
労
働
者
に
対
し
、
３
の
事
項
を
知
ら
せ
る
場
合
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
（

及
び

に
掲
げ
る
方
法
に
あ
っ
て
は
、
労
働
者
が
希
望
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
よ
っ
て
行
わ
な
け

（三）

（四）

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

面
談
に
よ
る
方
法

（一）

書
面
を
交
付
す
る
方
法

（二）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
方
法

（三）

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法
（
当
該
労
働
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を

（四）
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

２

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
制
度
又
は
措
置

（
以
下
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

介
護
休
暇
に
関
す
る
制
度

（一）

所
定
外
労
働
の
制
限
に
関
す
る
制
度

（二）
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時
間
外
労
働
の
制
限
に
関
す
る
制
度

（三）

深
夜
業
の
制
限
に
関
す
る
制
度

（四）

介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置

（五）
３

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
、
労
働
者
が
事
業
主
に
対
し
、
対
象
家
族
が
当
該
労
働
者
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に

至
っ
た
こ
と
（
４
に
お
い
て
「
介
護
に
直
面
し
た
旨
」
と
い
う
。
）
を
申
し
出
た
と
き
に
、
当
該
事
業
主
が
当
該
労
働

者
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

介
護
休
業
に
関
す
る
制
度
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等

（一）

介
護
休
業
申
出
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用
に
係
る
申
出
（
以
下
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
申
出
」
と
い

（二）
う
。
）
の
申
出
先

雇
用
保
険
法
第
十
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
介
護
休
業
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

（三）
４

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
、
労
働
者
が
事
業
主
に
対
し
介
護
に
直
面
し
た
旨
を
申
し
出
た
と
き
に
、
事
業
者
が
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
介
護
休
業
申
出
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等
申
出
に
係
る
当
該
労
働
者
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
措
置
（

及
び

に
掲
げ
る
措
置
に
あ
っ
て
は
、
労
働
者
が
希
望
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（三）

（四）
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は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

面
談

（一）

書
面
の
交
付

（二）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
の
送
信

（三）

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
（
当
該
労
働
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す

（四）
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

二

家
族
の
介
護
に
直
面
す
る
前
の
早
期
に
お
け
る
両
立
支
援
制
度
等
に
関
す
る
情
報
提
供

１

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
介
護
休
業
に
関
す
る
制
度
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
一
の
３
に
準
ず
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

２

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
事
業
主
が
労
働
者
に
対
し
て
１
の
事
項
を
知
ら
せ
る
の
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
の
い
ず
れ
か
と
す
る
こ
と
。

労
働
者
が
四
十
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間

（一）

労
働
者
が
四
十
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

（二）
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３

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
が
労
働
者
に
対
し
１
の
事
項
を
知
ら
せ
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

面
談
に
よ
る
方
法

（一）

書
面
を
交
付
す
る
方
法

（二）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
方
法

（三）

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法

（四）

三

介
護
休
業
申
出
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等
申
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
す

る
措
置

１

法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介
護
休
業
に
係
る
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
介
護
休
業
の
取
得
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
当
該

（一）
事
例
の
提
供

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
介
護
休
業
に
関
す
る
制
度
及
び
介
護
休
業
の
取
得
の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
周

（二）
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知

２

法
第
二
十
二
条
第
四
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
雇
用
環
境
の
整
備
に
関

す
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に

（一）
対
す
る
当
該
事
例
の
提
供

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

（二）
方
針
の
周
知

第
三

そ
の
他

一

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

二

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
、
労
働
者
が
事
業
主
に
対
し
、
当
該
労
働
者
又
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た

こ
と
等
を
申
し
出
た
と
き
に
、
当
該
事
業
主
が
当
該
労
働
者
に
対
し
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
育
児

休
業
給
付
で
あ
る
育
児
休
業
給
付
金
及
び
出
生
時
育
児
休
業
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
に
加
え
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付
に

関
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。




